
国土交通省独立行政法人評価委員会 
鉄道建設・運輸施設整備支援機構分科会（第２９回）議事要旨 
 
 
１．日 時 

８月２日（木）１０：００～１２：００ 
２．場 所 
      中央合同庁舎第３号館 ４階会議室 
３．出席者（分科会長以下五十音順、敬称略） 

前川宏一、岡田勝也、角洋一、関利恵子、北條正樹、宮下國生、笠京子 
４．議 事 

①平成２３年度業務実績評価について 
②役員の退職に係る業績勘案率の決定について 

③平成２３年度財務諸表について 
 

５．議事要旨 
      議事に係る委員からの主な質問及び意見は以下のとおり 
 
［議事１について］ 
     ○工事関係事故防止活動の推進について 
      ・労働災害による死傷者数の内訳（死者、負傷者、程度）を教えてほしい。 

また、死者数を経年的に。 

・労働災害の度数率の低下に向けて、数値目標を設定する考えはあるか。 

・建設業の事故発生率の改善状況は限界にきている。これ以上に事故発生率を下げて

いくためには、現場に人がいる限り事故は発生するので、建設業全体として、現場

の無人化などの抜本的な対策が必要。 

・結果として、事故件数が増加しているが、何が不足していたと考えているのか。 

事故原因等については、どのような分析をしているのか。 

        

     ○船舶建造等における技術支援について 
      ・２軸型ＳＥＳの船価が在来船と比較して１０％程度高くなっているということだが、

省エネ性能の向上により、そのコストの増加分を回収するには何年程度かかるのか。

また、一般的な船舶の寿命はどの程度か。 

 
     ○一般管理費、人件費の効率化について 
      ・ラスパイレス指数について、広域異動手当等の影響があるのはそのとおりと思量。

今後も着実に縮減していただきたい。 

 
 
［議事２について］ 
     ・特段の意見・質問はなかった。 
 
 



［議事３について］ 
     ・「財務諸表等」（資料3－2）について、「事業報告書が「財務諸表」の前にあるほう

が理解しやすく、次回以降考慮願いたい。 

 
 

以   上 
 
 


